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ゆすはらフューチャーデザイン 
 

第 0 回 2023 年 11 月 20 日(月) 
 

第 1 回 2024 年 1 月 24 日(水) 
 

第 2 回 2024 年 3 月 13 日(水 
 

第 3 回 2024 年 5 月 15 日(水) 
  



 

高知県民総幸福度(GKH)に関するアンケート調査 
 

 

問１ あなたは普段どの程度幸福だと感じていますか(梼原町民 FD 参加者 

 

 

 

回答の内容は老若男女問わず概ね５から一部７や８ 

決して不幸とも思っていないが 

幸福度を最大限享受されていない町民が多いのか？ 

  



梼原町の未来を考える～ゆすはらフューチャーデザイン～ 

アンケート結果 
 

参加者が総じて梼原町の若手職員が多数を占めていた。 

その前提で、 

 

「今までになかった視点で将来を考える、というのは斬新」 

「初めは難しいと思ったが、回を重ねるごとに様々な考えがあると知った」 

「慣れるとワクワク感をもって楽しく未来を考えられた」 

といった回答が多くを占めました・ 

 

2050 年の自分から 2024 年を生きる自分へのメッセージ 

「たぶん楽しくない日々と思っていてるかもしれないけれど。 

いまは自分がやりたいことや興味をもったことなどに 

積極的に取り組んいでるよ」 

  



結論 
 

2040 年梼原町の人口は 1400 人もしくはそれ以下になるかも。 

とはいえ、それに右往左往するのではなく、 

1400 人でも暮らせるまちづくりを行うことが肝要。 
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「2100 年には日本の総人口は約 8000 万人になるかも。 

そのことに右往左往するのではなく 

それに合わせて国力を造ることが肝要」 

まさに言えて妙。 

目先の減少を何とかしようと貴重な資源を投入するのではなく、 

あおうなることを前提に 

まちを造ることが肝要かと考える。 


